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1． 本調査 の 中核的課題

　本調査計画の 主 たる 課題 は ， ミ ャ ン マ ー （ビル マ ）の 僧 院所 蔵 の 古写本 を電子

的 に撮影 し ， 情報学 的手法 の 応用 に よ り成果 を速や か に取 り纏 め て 報告 す る こ と

に あ る
］）
． 東南 ア ジ ァ 各地 に伝 わ る貝葉写本 は

， 南方仏教 史乃 至 パ ー リ文献史研

究の 第
一

次資料で ある が ， しば しば保存状態 や管理体制 に 問題 を抱 え ， 甚だ し く

は存在 を等閑視 され て 湮滅 ・散 逸の 危機 に ある ． こ う した認識 の 下 ， 各地 で 写 本

調査 と保 存の 試み が な され て い る． 本 計画 もそ の
一

環 を な し，
パ ー リ文献協会

（PTS ） と協調 して 資料収集 を進め
，

パ ー リ語諸 文献の （再）校訂出版 に 資そ うとす

る もの で あ る
2）
． こ の 際 ， 宗教学や 歴 史学等， 隣接 分 野 の 将 来 の 研 究促 進 を期 し

て 現 地 の 言語 （主 に ビ ル マ 語） に よ る著作 を含む蔵外文献 の 情報 を も網 羅 的 に 収

集する
3）
． 当調査 の 成果 は web 　page 乃至 catalogue に よ っ て 随時公開す る

4）
．

2 ． Saddhammajotika僧 院 U ・Pho ・Thi 図書室所蔵貝葉写本につ い て

　現在 の 我 々 の 主 た る調査対象 は ミ ャ ン マ ー 南部 モ ン （Mon ）州 タ トン （That・n）

の Saddhammajotik5　“i院附属 UPho 　Thi図書館 で あ る
5）
． こ れ は現 地 の 富裕 な在家

信者 uPho 　Thi 氏 の 寄付 に よ り 1929年 に創設 され た もの と伝え られ る
6）
． 第五 結

集 （1871年）以前 の 写本 は数少 な く， 所蔵写本の 年代は 比較 的新 しい ， 1928年前

後の 書 写 写本が相 当数 を占め る
7）
． 貝葉写本につ い て は約 800束 を蔵 し， 本稿 執

筆時点で うち約 300束 につ い て oiling ・撮影 ・デ
ー タ整 序を終 了 して い る． 貝 葉

は殆 どが寸法縦 4．5〜7．O　cm ， 横 50　cm 前後で あ り， 典型 的 に は二 穴 を備 え
， 竹

の 軸を通 して
， 赤い ラ ッ ク の 塗 られた チ ー ク の カバ ー

に留め られ て い る． 保存状

態 は 概 して 良好だ が ，
一

部 カ バ ー を持 た ない 写本 もあ り， 汚損 ・破損 を被 っ て い

る場合 もある ． 以 下 ， 任意に数例 を挙げて 本図書室所蔵図書の 内容を瞥 見す る．

　特 に 古 い 書写 年代 を示 す 写 本 は
， 例 え ば ： UPT 　195　Khuddasikkha−nissaya （AD
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（194） Sad曲   勾oti贈 院 UPho 　Thi 図齷 所蔵蹼 古躰 鼇 報告 （笠 松）

1769）． こ れ は 「具足 戒 を うけた比丘が 最初 に暗誦 し学ぶ Vinaya の 綱要書」［橘 堂

1997：4］の ビ ル マ 語 nissaya で ある ． 同様 に新入比丘 用 とい うVinaya綱要書 Mala−

sikkh ∂ （UPT 　513．5） とその tikE（UPT 　513．5）及 び nissaya （UPT 　3862 ；435）， 乃 至 Sik一

肋 砂 α磁 vα1α加 ηα の nissaya （UPT 　457）が見 られ るの は
8）

， 沙弥 の 教育 に 資す る と

い うこの 図書館 の 設立 目的 を如 実に反映する． こ の 他
， 律関係の 典籍は UPT 　515．l

Vinayasangaha （AD 　1928） とそ の nissaya （UPT 　387）
，
　 Mon 語 に よる nissaya （UPT 　262，

284）が 見 られ ， さ らに同書の 註釈も見 られ る ： UPT 　532　Vinayblahkara−tikke（AD 　1928，

他 に UPT 　721；UPT 　392 は nissaya ）．　 UPT 　501　VaJ
““
irabuddhi −

’ikd−pa（h （AD 　1927）及び UPT

698吻 物 伽 44ん一tikaは恐 ら く Vinaya の 復 註文献 で あろ う
9）
．

　 勿論 Abhidhamma 関係写本 も多数所蔵され る ． 稀少 な写本 な い し情報 を含 む も

の が 見 出 さ れ る か も し れ な い ． UPT 　530．2　Abhiddhammatthasahgaha 一  傭 （UPT

393 ＆ 725はその nissaya ，295は Mon 語の nissaya ） は，　 Abhiddhammasangaha の 古註 の

復 註の 可能性 が あろ う． UPT 　520．1　Namariipapariccheda （uPT 　384・3　N ・−nis ・aya ）は 20

世紀初 頭 の 出版 が あ るが ， そ の tik5の 情報は 少な い 模様で あ る ． 当図書 室 に は

UPT 　528．3／＞d
’
mariipapariccheda −‘ikaが 見 られ る

10）
，

　 既 報 の 通 り， 仏伝文学 JinElatikara関連 写本が 複数見 られ る ．　 GRAY　l894を再検

討 す る 際 の 典 拠 と なろ う：UPT ・Jinalahkara−aethakatha （AD 　l927）；UPT 　360　Jinalah．

kara−nissaya 　（Jinδlafik浸ra 一πん〜1）　（AD 　1873）
ID

．

　 周知 の 如 く， 中世 ビル マ はパ ー リ文法研究で 名高い ． 蔵書 中に も関連領域 の 書

籍が多数存する
12）

．最古層の 書写年代 を持 つ 写本群の うち UPT 　336　Subodhdlankaアa −

path （AD 　1778）及 び UPT 　282　Subodhalankara−nissaya （AD 　1778） は， 13世紀 の ス リラ

ン カの 文典 家 Sa血gharak  itaに よ るパ ー
リ修辞論 とそ の Mon 語 に よ る nissaya で

あ る
13＞

． Saddaniti関連 の 写本 も多数見 られ る ： UPT 　499．2 ＆ 544　Saddaniti−lika：UPT

639Saddaniti一敢颪一nissaya （Du ？∫伽ρ （AD 　l931）；UPT 　711　Sadd．　Padam 諺ld
，
　Dhatumδld；

UPT 　643 ＆ 723　Sadd．　Padam ∂1δ一nissaya ； UPT 　724　Sadd．　1）hjtuma
−
la−nissaya ．

　仏教 関係 の テ キ ス トの み な らず ， 世俗 的 な主題 に関わ る典籍 も数多 く見 られ る．

例 えば ： UPT 　139　R＠
−v碗 マ y曜 （AD 　1763， 王 統史詩）；UPT 　54　Jambti−tum −che ： −kyam　；

（AD 　1859
，

ビル マ 語医 学文献）；UPT 　90　Gambhisdra （AD 　1811
，

ビ ル マ 語 法学文献）：UPT

101　Lokaniti−niss のya 及 び UPT 　102　Rdl
−
aniti−nissaya （AD　1896，　 Niti）；UPT 　62　Kappava−

p4ana （AD 　1917， ビ ル マ 語宇宙論文献）；UPT 　65．1　Bhtimilakkhapt（天文学）．

　16世紀 タイ の Siri　Mafigalaの 著作 UPT 　519　Maitgalatthadipani−path （AD 　1927）が

見 られ る の は 興 味 深 い ． こ れ は タ イで ポ ピ ュ ラー な ， 説教 用 の 大分 の 物 と聞 く
14）

．
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こ れ に は nissaya もあ る （UPT 　471．書写は AD 　1931）． 恐 ら く当地で も， その 知識 が

実 用 された もの で あ ろ う．

3 ． 残余の 課題

　本研究計 画は 主 た る 目的 ， 即 ち貝葉写本 の 情報収集 に つ い て は良好 な成果 を挙

げ つ つ あ る ． 他 方 ，
ホ ロ ス コ

ー プ （下 図，寸法 は縦 36cm　X 横 43　cm ）や諸 世界図等

の 折本絵画写 本 parabike は， 美麗 で は あ る が ， 所蔵 数は 6 本 ほ ど と少 な い ．

　但 し ， 本 計画 に と っ て は周辺 的 なが ら， 注 意に値する課題 を数点指摘で きる．

例 え ば 写本 を布で 包 ん だ 上 に巻 くbinding　tape （sazigy ・）
15）

の 検討 が そ れ で あ る．

sazigyo は
， 長 さ 3m ほ ど

， 幅 2〜3　cm ほ ど の 組紐 で
， 図 案化 した 鳥獣 や 仏塔 ，

傘蓋 で 装飾され る ほか ， 写本の 寄進者や筆写者等の 情報が編 み 込 まれ て い る． そ

こ か ら写本作成 当時の 社会情勢や ， 写本の 流 通 範囲か ら信仰圏 を推知する こ と も

出来 よ う， また ， 図 書 室 に は ， 貝 葉 写本 だ け で は な く， 20世 紀 前半 に 出版 さ れ

た洋装 本も多数所蔵さ れ る． 虫害を被る こ と甚だ し く， 既 に綴 じが毀れ た もの も

多い ． 稀覯本が 含 まれ てい る可能性もあ り， 専門的な調 査 をす るの が 望 ま しい ．

　な お 近隣の 寺 院 には ， や や 小型 なが ら Kuthodaw　pagoda と同様 の 大理 石板 に彫

り込 まれ た大蔵経 が存す る ． 露 天 の 石板の 劣化 は大 分進ん で い る よ うに 見 受け ら

れ る が ， 未 だ小仏塔 の 中に 鎮座 す る など保存状態 が 良好 な石 板 も多数存 し， 美術

的 ・建 築 学的見地 ， な い し Kuthodaw 　pagoda の そ れ との 比 較の 点で 興 味が あ ろ う．
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（196）　 Saddhammajotlka　｛曽院 U ・Pho ・Thi 図書 室所 蔵 貝葉 占写本調 査報告 （笠　松）

4 ． 本計画の 派生的成果 ： 文 化財保護 と現 地 組織 の 自立 的活動 へ の 支援

　 既 に 述 べ た 如 く， 当該 図 書 館 は 仏 僧 資格 試験 に 資すべ く創 設 さ れ た もの で あ

る． 沙弥の 寄宿舎機能を備えて お り， 現在で も彼 らの 日常の 生 活場所で あ り続け

て い る ． 現地 奨学支援組織は
， 受験者た ちの 支援 と 図書室運営 を その 業務 と して

い る． 嘗 て は写 本 閲覧の た め 諸方か ら来訪者が あ っ た と も聞 く． しか しそ の 後，

彼 らは 貝葉写本 を持て 余 し ， 近 年で は 写本は 顧み られ る こ と な く埃 に埋 もれ て い

た ． こ れ は写本の 損耗， 喪尖を恐 れ た こ と も
一

因 と され る
1ω

．

　我 々 は こ の 計 画 に お い て ， 「重 要 な もの を 出版 して 現地 の 人 々 の 伝統 文化意 識

を高め ， 世 界の 研 究者 た ちに も裨益す る 」 ［清水 ・舟橋 2009： 94］
171

の み な らず ，

「写 本情 報収 集業務 等の 諸事 業 を通 じて … 図書 室支援 者や 信 者組 織 等の 文化 財保

護 へ の 意 識 醸 成 を図 り， 文 化 遺 産 の 自立 的継 承 ・保全 を 支援 す る 」 ［笠 松 2013

［2014］： 109］ こ とを も 目指 した ． 我 々 は UNYuNT 　MAuNG の 指導 を得 て ， 支援者

た ちに 写本取扱及 び管 理技 法 を教授 しつ つ
，

こ れ まで 約 2 年 間 ， 食事 や 茶菓 を共

に しなが ら， 共 同で 写 本情 報採取及 び撮影作 業 に 従事 して きた． こ の 間 ， 我 々 は

折 に 触 れ 現代の イン ド学 ・仏教学が 古 い 貝 葉写 本 に重要 な価値 を認め る こ と等を

彼 らに 説 明 した ， 今 や 彼 らは
， 自 らが 護持 して きた宝 の 価 値 を改 め て 識 り

18）
，

図書室 所蔵 貝葉 写 本の 維 持管 理 を 自立 的 に 運営 し始め て い る
19）

。 我 々 の カ タ ロ

グ リス トは彼 らの 貝葉写 本管理 に 大 きな助 け となろ う。

　こ れ は本来海外支援 を意図 した わ けで は ない ． 我 々 の 目的は 写 本調査で あ っ て ，

主 た る 課 題 は 写本 の 電子 的記録 （写 真撮 影）で あ る
20 ）

． しか しな が らこ の 際 ， 当

初は 迂遠 と思 えた と して も ， 現地奨学支援組織の 諸氏 の 積極的参加 ・協力を得る
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努力は ， 我 々 の 事業 の 進展 の た め に 決定的 に 重要で あ っ た ． 彼 らの 助力が な けれ

ば
，

こ の よ うな速 や か な事業 の 遂行 は不可 能で あ っ た に違 い ない
21）

．

5． 付言

　Saddhammajotika僧 院長 （Sayadaw ）や 現地 奨学 支援組織は 所蔵 写本の 情報の 公

開 に異存 な い ． 但 し ， 写 本情 報 の 商 業利 用 （転用）等の 悪用 を懼れ る． 例 えば あ

る種 の 占星 術 文 献 の 内容 が 黒魔 術 に 用 い られ ， 人 を害 す る こ とが あ りは しな い か

と懸念 す る． 調査対象の 写本群 は
， 現 に機能 して い る 信仰の 場に属する もの で あ

り， 文献 リス トや テ キ ス トの 情報 ， 画像 の 公開 の 際 には
一 定の 配 慮 を要す る．

一

部非公 開 とす る写 本 も存す るが ， 了 と され た い ．

1）本調 査研 究 実 施 に至 る事情 と調査 の 初 期 報告に つ い て は以 ドを参照 ： 笠 松 2014；笠

　松 2013 ［2014］．PTS に よる 本 計 画 の 概 要 紹介 も参照 され た い ：
“
Digitizing　Myanmar

　Manuscripts
”

（htq）；〃www ．palitext．com ／subpages ！thaton ．htm）．

　　研 究促 進の た め には，情報 を必 要 とす る研 究 者の 手元 に安価 にか つ 速や か にデー タ

　が 届 く必要が ある．こ の た め，本計画で は，情報学 的支援 の 手法 を模索 して い る． こ

　 の 試 み の 一例 と して は ［藤原 ・笠 松 ・逢 坂 2014］ を参 照 ，

2 ）嘗 て NORMAN が挙 げ たパ ー リ研 究 の 「将 来 の 課題 」 に対 す る応 答の 試み で もあ る．

　彼が挙げた課題 を要約すれば以下 の 通 り：1，誤記 ・誤植等の 問題 を抱 えた校訂本の 再

　校訂 ，
2．復註類や 東南 ア ジア 地域 で 著述 され た 文学 ・伝統 文法学等の パ ー リ語文献 の

　校訂出版． それ らの 成果の 下 に 3．現代 的水準 に基 づ く新校訂本 に よ る 翻訳研 究 と辞

　書 ・文法研 究の 推進．

3 ）清水 ・舟橋 は以 下 の 如 く述 べ る ： 「所在 目録 に関 わ るデ ー タ ベ ース を広 く公 開す る

　こ とは，仏 教学の み な らず，文学 や民俗学，歴 史学な ど様々 な隣接分野 の 研 究に も裨

　益 す る とこ ろ は大 き い 」 ［清水
・
舟ne　2009： 109コ．

4 ）今夏発行の preliminary　catalogue を参照 された い ： William　PRulTT，　Sunae　KAsAMATsu ，

　Aleix　RuJz−FALQu直s
，
　Yutaka　KAwAsAKI，　and 　Yumi 　OusAKA，　Manuscripts　in　the　U ・Pho　Thi　Lib　ra ，P・，

　SadhammaJ
’
otik α　Monastery，　Thaton，　Myanmar ，　Philosophica　Asiatica，　Monograph 　Series　l

　（Tokyo ： Chuo 　Academic 　Research　lnstitute，　2014）。イ ン タ
ー ネ ッ ト上 に 前掲 catalogue 準

　拠 の ， サ ン プ ル 画像付 き電子版 catalogue を用意する ：
“
Digitizing　Myanmar 　Manuscripts

　in　Collaboration　with 　the　Pali　Text　Societジ　（http：／1hirose．sendai −nct ．ac ．jp／〜ousaka ／）．

5）本稿 執 筆 時点 ま で の 調 査実 施状 況 は 以 下 の 通 り： 第
一

回 （2013 年 2 月）PRUm ，

　RuIz−FALQu直s，河 崎 ；第二 回 （同 8 月一9 月）PRum
， 笠松 ， 河崎 ；第三 回 （2014年 3 月）

　笠松， PRu1TT，　 Rulz−FALQuEs； 第四回 （同 8 月）PRulTr
， 笠松。

6 ）蔵書 中に は t と りわ け 1927年〜1929年の 書写 に係 る写本が 多数確 認 され る．設立

　に あた っ て ，僧侶養成機関附 属図書館と し て 相応 し い 図書 を急 ぎ収集 しよ うと した事

　情が察せ られ る ．但 し設立後の 年代 を持 つ 貝 葉写本 は 少ない ．洋装本購入 に軸足 を移
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　 した もの と思 わ れ る ．

7 ） 1890年代 に筆写 さ れ た 写本が 多数確認 され る が， こ の 間の 事情は 不明．

8） C£ 橘堂 1997：4−6．

9 ） Cf．橘堂 1997：60：v ．　HINOBER　l997： 170．この 他 3 本の nissaya が見 られ る （UPT 　217；

　 357；363）．
10） C£ 橘堂 1997： 10−13；v．HINOBER 　1997： 163．

11） GRAy　1894は写本の 異読情報 を与 えない 。それ故， テ キ ス トに誤植 ない し疑 問点 を

　含 むが
， 本文 を検討で きない ． こ れ は多 く DlpANKARA　and 　DHAMMApALA　1900で 訂正可能

　 だが ， tikaも含 むテ キ ス トを再検討 す る ため の 資料 が 必 要 で あ る （例 え ば Jinal　lb

　餌 rε罐 竝 編 α5θ一m −anupame 　bodhipakkhiyadhamme 「parami た ち （恐 ら く韻律 上 ，

　 Thar−lay　No．　36，
　UPT ．　493

，
　DτpANKARA 　and 　DHAMMApλLA と共 に paramiyo ） ［即 ち］30 の

，

　 匹敵す る もの 無 き菩提分諸法 を満 た し」；ノ緬 1174。 sattdham 　sattamevam 　vividhaphaiasu −

　 kham
＋

vitinamesi ［GRAY　vitinamesi ］kalam 「彼は 七 つ の 七 日 の 間，こ の よ うに ，様 々 な ［悟

　 りの］果実の 楽 しみ を ， 時 を過 ご した」），

12）調査 の 成 果の 一
部 と して ，前 掲 註 4 に 言 及 した我 々 の Catalogue に は Appendix に

　 Ru 夏z−FALQuEs に よる　
’‘
Two 　Treasures　ofPali 　Literature　from　the　U 　Pbo 　Thi　Library　in　Thaton ：

　 The　Saddaniti−tikfi　and 　the　MukhamattasAra
”

を含 む．

13）Cf．橘堂 1997： 52−53．同著者 は Vinaya綱要書 （Khuddasikkha ）に対 す る註 Khudda−

　 sikkhd −tikiiの 作 者で もある （本文 は UPT 　513，2，
　 nissaya は UPT 　204＆ 517．2 等）． 同著

　者 の Sambandhacinta（「Moggallayana文法 に もとつ く統語論に関す る作 品」［橘 堂 1997：

　 44］） に対する tikti： UPT 　554．4　Sambandhacinta−lika　9 も見 られ る．

14）Cf．橘堂 1997：31：v ．　HINOBER　1997：179−80．
15）文献 は ： ISAAcs　2014． デザ イ ン の 点で も興 味 を惹 く点が あろ う．英国植民地 時代 に

　 は 英文ア ル フ ァ ベ ッ トを取 り入れ た作例 もあ り，当時の 彼 ら の 創意工 夫 を垣 間見る こ

　 と も出来 る （lsAAcs　2014： 96 を参照 ；
“
BEST 　ONE

”
，

“
NUMBERONE

”
と品質 を誇 る例 ，

　
“
MANUFACTURE 　BY 　MA 　PWAR 　MYA

”
と製作者の 名を編み 込む例等）．

16）嘗て 現地 で 作成 され た リ ス トに 登録 され て い る もの の
， 現 在 は所在 を確認 で きない

　写 本 も存在 す る （以 下 の 三 写本 ： UPT 　77　Kaluddyi ！yhok　thum ； UPT 　g　l　C翩 4αg伽 卿 ∫一

　丿凌taka ：UPT 　691」凌〜α肋 一tik凌一parh （pa）ご加ρ）．

17）本計画に於 い て は
， 斯界に速や か に基礎 的情報 を提供す るた め ， 蔵書の 悉皆調査 と

　 カ タ ロ グ作成及び 出版を優先 した．

18）外国人研究者が調査に訪れて い る こ とが 人づ て に知られ ， 同僧院は地域 で 新た な （即

　 ち ， 文献学 的な見地 か らの ）注 目を集めつ つ ある よ うで あ る．僧院 は写本 閲覧を求め

　 る タ イ人僧侶の 訪 問 を受け た 由．2014年 8 月 の 我 々 （笠松，PRUIπ ）の 調査 中 も，や

　 や 南 よ りの 地 域の Mon 人僧侶 が来 訪 した．

19）勿論 ，
上掲註 に ある 如 く， 図書 閲覧を希望 する 者へ の 対応 も行 う．なお ，コ ン ピ ュ

ー

　 タを始 め とする 機器操作 は一
部男性陣が担い

，
カ タ ロ グ草稿 の 取扱及 び編集補助 は特

　定の 年配 の 女性二 人 が 携わ る 等，役割分 担が は っ き りして い る こ とを付 記 す る．

20）筆写の 最 も根本的な動機 は ，文献学 に 資す る た め
， 貝 葉写 本が 散逸す る 前に電 子 的
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　副本 を作成する こ とに あ っ た ．無論こ の 際，デ
ー

タ は現地 に も残す．

21）貝葉 の 汚 れ を レ モ ン グ ラ ス 入 りの オイ ル で 清掃 した後 ，貝葉 の 頁 を整序 し，写真撮

　 影す る．写本の チ ー
ク

・カバ ー
や 包 み 布が 不足 ，乃 至 破損 して い れ ば こ れ を新 規 の も

　 の に 入れ替え る ．そ の 後，厨子に 適切 に 配置する ．以 上 の 作業 は，他の 同様の 研究計

　画 の場合，研究者 自身が 行 うの が 通例 で あろ う．我々 の 場合，現地支援組織の 面々 が

　 こ れ らの 作業の 相当部分 を担 っ て くれ る ．それ は彼 らの 本務 の
一

つ で もあ る．
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